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温
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﨑
沖

﨑
吉

信
、

川
島

 
功

、
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敏

男
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千
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子
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 沖
﨑

さ
ん

と
次

回
行

事
の

荷
上

げ
を

何
時

実
施

す
る

か
相

談
し

て
い

る

と
、
畑

林
清

、
益

田
さ

ん
が

久
し

ぶ
り

に
行

仙
宿

に
行

く
と

の
情

報
が

あ
り

、

急
遽

生
熊

ご
夫

妻
を

誘
っ

て
一

緒
に

行
く

事
に

し
た

。
 

５
月

の
連

休
中

時
に

比
べ

る
と

、
山

の
新

緑
が

濃
く

な
り

、
葉

を
一

杯

広
げ

た
木

々
の

こ
ぼ

れ
日

の
日

差
し

も
強

く
な

り
初

夏
を

感
じ

る
。

 

登
山

口
駐

車
場

に
は

、
笠

捨
山

に
友

達
と

登
る

と
聞

い
て

い
た

、
高

階

美
根

子
さ

ん
の

車
が

既
に

駐
車

さ
れ

て
い

る
。

 

荷
上

げ
品

は
、
吉

開
賢

淳
師

か
ら

寄
贈

の
缶

ビ
ー

ル
１

箱
+
お

茶
(5

0
0
m

l

×
2

4
本

) １
箱

、
缶

ビ
ー

ル
２

箱
( 当

会
) 、

足
場

番
線

５
０

本
、

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

セ
ッ

ト
、
紙

コ
ッ

プ
と
・
防

虫
防

臭
錠

( 畑
林

さ
ん

提
供

) 、
プ

ラ
洗

面

器
( ２

) な
ど

で
あ

る
。

 

当
初

の
二

人
で

は
、

荷
上

げ
が

無
理

な
量

で
あ

っ
た

が
、

多
人

数
と

な

り
手

分
け

を
し

て
全

て
荷

上
げ

が
出

来
た

。
 

佐
田

ノ
辻

で
は

、
心

地
よ

い
風

が
吹

き
暑

く
も

な
く

寒
く

も
な

い
、

仕

事
が

し
易

す
い

時
節

を
迎

え
て

い
る

。
 

毛
布

の
間

に
防

虫
防

臭
錠

を
挟

む
人

、
管

理
棟

の
食

材
・

食
器

の
在

庫
調

査
と

整
理

、
管

理
棟

保
管

の
木

炭
を

階
下

倉
庫

へ
保

管
替

え
と

整
理

、
チ

ェ

ン
ソ

ー
の

点
検

及
び

ロ
ー

プ
類

と
滑

車
確

認
、

行
者

堂
の

清
掃

と
シ

キ
ビ

替

え
、

ト
イ

レ
清

掃
す

る
人

と
適

宜
別

れ
て

仕
事

を
こ

な
す

。
 

東
側

の
屋
外

で
昼

食
と

す
る

。
そ

こ
へ

笠
捨

山
に

登
っ

て
来

た
高

階
さ

ん

達
３

人
が
戻

っ
て

来
ら

れ
、
今
朝

７
時
半

に
着

き
登

り
、

食
事
済

と
の

こ
と

で
直

ぐ
に

下
山

さ
れ

る
。
程

な
く
福

島
県

会
津

地
方

の
男
性

が
来

て
、
玉
置

神
社
ま

で
の
水

場
を
尋
ね

ら
れ

る
。
以
前
息

子
と
歩

い
た

が
今

回
断

ら
れ

た

と
・

・
・
大
峰
奥
駈
道

の
尾

根
の

上
下

に
よ

り
、
思

っ
た

よ
り

も
体
力
的

に

き
つ

く
、
葛

川
辻

で
テ

ン
ト

を
張

る
と

の
こ

と
。
コ

ー
ヒ

ー
と
み

か
ん

( カ
ラ

ー
) を

差
し
入

れ
す

る
。
家
具

の
仕

事
を

し
て

い
る

が
震
災

で
か

な
り
影
響

が

あ
る

と
・

・
・

本
宮

か
ら

バ
ス

で
吉
野

に
戻

り
、

宿
に

駐
車

し
た

車
を
取

り

に
戻

り
、
帰
郷

す
る

と
の

こ
と

。
 

デ
ザ

ー
ト

に
益

田
さ

ん
苺

、
生

熊
さ

ん
の

林
檎

を
賞

味
す

る
。

 

午
後

よ
り

生
熊

・
川

島
は

、
水

場
径

の
要
補
修
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差
の

調
査

( 約
３

５
段

) 。
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千
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子

さ
ん

は
、
水

場
の

点
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に
降

り
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既
存

の
写
真
掲
示

ラ
ッ
ク

は
、

連
休

中
の
小
屋

番
時

に
乾

・
榎

本
さ

ん
に

よ
り
再
組
立

と
洗
剤
拭

き
に

よ
り
掲
示
使
用

に
支
障

な
い

事
か

ら
、
先
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荷
上

げ
し

た
写
真
掲
示

ラ
ッ
ク

は
、

新
規
掲
示
板

と
し

て
東
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板
壁

に
沖

崎
・

畑
林

秀
・

益
田

さ
ん

に
よ

り
設
置

さ
れ

た
。
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